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【課題の概要】 
本研究は、中枢神経回路の障害とその後の修復過程を、生

体システムの機能ネットワークの観点から解析し、生体シス

テムの時空間ダイナミクスによる一連の過程の制御機構の統

合的解明に取り組むものである。 
特に、神経回路と各臓器の連関による制御機構を見いだす

ことを目的としている。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
応募者のこれまでの実績に基づいた研究であり、研究成果

が得られればその医学的、社会的意義は極めて大きい。各臓

器が、中枢神経回路障害と機能回復過程をどのように制御し

ているかを分子、細胞、神経回路、さらに個体レベルで解明

するとともに、それらの動作原理を明らかにすることが期待

される。さらに、これらの研究成果に基づき、新規の治療法

につながるシーズを獲得することが期待される。 
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